
令和５年度 学校評価 目標設定 

 視点 
４年間の目標 
（令和２年度策定） 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・自立と社会参加を

目指し、キャリア教

育の視点で小学部か

ら高等部まで連続

性・一貫性のある教

育課程を編成し実

践・評価・改善を図

る。 

 

 

・ＩＣＴ機器等の有

効活用を推進し、専

門性の高い教育活動

を実践する。 

①教育課程と連携

した児童・生徒指

導について、検討

と実践を行うこと

により、児童生徒

が主体的に地域へ

かかわり、貢献す

る力を育てる。 

 

②児童生徒の経験

の幅が広がるＩＣ

Ｔ機器を活用した

教育活動を継続

し、内容を校内外

に発信することに

より、教育活動の

充実を図る。 

①年間指導計画に「外部

資源の活用」を項目とし

て位置づけることで、地

域へのかかわりを意識し

た授業実践を計画的に行

う。 

 

 

 

 

②オンラインでの交流

や共同学習、日々積み

上げてきたＩＣＴ機器

を活用した授業につい

て、文書やＨＰ、授業

参観等による紹介を行

い、活動の様子を校内

外に発信する。 

①教育課程と連携した

児童・生徒指導につい

て、検討と実践を行う

ことにより、児童生徒

が主体的に地域へかか

わり、貢献する力を育

てることができたか。 

 

 

②児童生徒の経験の幅

が広がるＩＣＴ機器を

活用した教育活動を校

内外に発信し、教育活

動の充実を図ることが

できたか。 

２ 
児童・生徒指
導・支援 

・児童・生徒一人ひと

りのニーズに応じた

個別の指導と集団の

指導両方を関連付け

た授業実践、児童・生

徒支援・教育相談を

組織的に行う。 

①-１「わかっ

た！できた！」に

つながる具体的な

支援の手立てを作

成し、支援教育を

実践する。 

 

 

①-２通学支援に

ついて、成長段階

に合わせて児童生

徒が自立と社会参

加をめざす視点で

支援を実践する。 

①-１専門職と連携して

の授業実践や、体験型

の研修会を計画、実施

し、児童生徒が意欲的

に取り組み、成果を実

感できる授業を実践す

る。 

 

①-２各学部における通

学支援について校内で

考え方を共有し、理解

を深めるとともに、関

係機関と協力し、安心

安全な通学に必要であ

る環境を整えて実施に

つなげる。 

 

①-１「わかった！でき

た！」につながる具体

的な支援の手立てを作

成し、支援教育を実践

することができたか。 

 

 

 

①-２通学支援につい

て、成長段階に合わせ

て児童生徒が自立と社

会参加をめざす視点で

支援を実践することが

できたか。 

 

３ 
進路指導・支
援 

・一人ひとりの発達

の段階に応じた進路

指導・支援を行い、将

来の自立と社会参加

を実現するために必

要な力を育成する。 

①-１指導の実践

により積み重ねて

きたネットワーク

を生かし、近隣の

学校や地域の方が

進路指導について

理解を深めること

につなげる。 

 

①-２保護者・教

職員へ進路に関す

る知識や情報を積

極的に発信し、よ

りよい進路指導に

つなげる。 

①-１障害者を雇用して

いる企業の協力により、

地域の保護者向けに、支

援学校の学びと子どもの

社会参加について考える

会「企業と語ろう」を開

催する。 

 

 

①-２小中学部の保護者

向けに授業参観等とあわ

せて進路学習会を設定

し、今の学びと将来の自

立に向けての関連性を説

明する。 

 

①-１指導の実践により

積み重ねてきたネット

ワークを生かし、近隣

の学校や地域の方が進

路指導についての理解

を深めることができた

か。 

 

 

①-２保護者・教職員へ

進路に関する知識や情

報を積極的に発信し、

よりよい進路指導につ

なげることができた

か。 



 視点 
４年間の目標 
（令和２年度策定） 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 
地域等との
協働 

・共生社会の実現に

向け、学校と地域住

民との協働による活

動を展開する。 

 

①-１地域の方や

大学等と協働の活

動を展開すること

により、児童生徒

が地域に関心を持

って参加できる授

業を充実させる。 

 

①-１近隣施設の清掃

や、製品販売、作品展示

等を通じて、近隣地域の

方とかかわりのある活動

を行う。近隣の大学や自

治会と協働してイベント

を実施する。 

 

①-１地域の方や大学等

と協働の活動を展開す

ることにより、児童生

徒が地域に関心を持っ

て参加できる授業を充

実させることができた

か。 

 

①-２支援を必要

とする地域の子ど

もに必要な情報を

まとめて、保護者

等へ提供すること

により、地域に根

付いた学習環境を

作る。 

 

①-２支援の必要な子ど

もの教育に関わる福祉や

行政の地域機関マップを

作成し、本校及び学校コ

ンサルテーションに関わ

る学校等の情報提供を行

う。 

 

①-２支援を必要とする

地域の子どもに必要な

情報をまとめて、保護

者等へ提供することに

より、地域に根付いた

学習環境を作ることが

できたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・教職員の人格的資

質・専門性の向上を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒と向き合う時

間を確保するため

に、組織的な学校運

営と校務の効率化を

図る。 

①「丁寧なかかわ

りのスタンダー

ド」の充実に向け

ての取り組みと、

不祥事防止点検を

計画的に行い、職

員の人格的資質、

専門性の向上を図

る。 

 

②業務改善につな

がる提案を実現

し、業務負担軽減

を図る。 

①「丁寧なかかわりのス

タンダード」の実践につ

いて、各学部等から職員

会議等で事例報告を通年

で行い共有し、内容の充

実を図る。 

 

 

 

 

②業務の決裁権の委譲を

行い、起案文書の速やか

な処理を図る。削減でき

る業務について確認し、

実現していく。 

 

①「丁寧なかかわりの

スタンダード」の実践

検証と、不祥事防止点

検を計画的に行い、職

員の人格的資質、専門

性の向上を図ることが

できたか。 

 

 

 

②業務改善につながる

提案を実現し、業務負

担軽減を図ることがで

きたか。 

 


